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五島警察署協議会令和６年度第４回会議議事概要

日 時 令和７年１月31日(金) 14時00分～16時00分

場 所 五島警察署講堂

１ 協議会

佐々木会長 稲生委員 入口委員 小杉委員 坂本委員

兵働委員

出 席 者 ２ 警察署

松尾署長 花田副署長 山口警務課長 横石生活安全課長

近藤地域課長 佐々交通課長

３ 書記

警務係長

１ 提出意見に対する推進状況について

署長から、令和６年度第３回定例会における提出意見である「警

察の姿を見せる活動と広報を行ってもらいたい 」に対する推進状況。

について、次のとおり説明があった。

(1) 地域安全運動期間中に防犯パレードを実施した。

(2) 地域イベントに参加したり警戒活動を実施した。

(3) 各種イベント会場で暴力団排除キャンペーンを実施した。

(4) 主要な交差点で街頭監視活動を実施した。

(5) 奈留島において密航等に関する広報活動を実施した。

(6) 社会科見学を実施した。

２ 諮問テーマへの答申に対する推進状況について

署長から、令和６年度第３回定例会における諮問テーマ「職員間

のコミュニケーションを活発にするための方策」への答申「仲間を

大切にする雰囲気作りを行ってもらいたい」に対する推進状況につ

いて、次のとおり説明があった。

会議の状況 (1) 職員の誕生日のお祝いを実施した。

(2) 職員家族での飲食会を実施した。

３ 令和６年10月から12月までの業務重点推進結果について

署長から、次のとおり説明があった。

(1) ニセ電話詐欺を始めとした犯罪抑止対策の推進

ア 五島ヤクルト販売株式会社と連携したニセ電話詐欺被害防止

広報を実施した。

イ 少年補導員と合同で夜間における少年補導活動を実施した。

(2) 街頭活動の推進

ア パトカーによるパトロールなど警察官の姿を見せる活動を実

施した。

イ 小中学生に対する見守り活動を実施した。

ウ 金融機関やコンビニエンスストアなどへの立ち寄り警戒を実

施した。

(3) 身近な犯罪の検挙

ア 五島警察署における刑法犯の発生状況について説明した。



イ 身近な犯罪の検挙として、窃盗犯罪の検挙状況について説明

した。

（4）歩行者が被害に遭う交通事故防止活動の実施

ア 街頭活動中や交通指導取締り時における歩行者保護誘導を実

施した。

イ オリジナルタオルや広報紙を作成しての広報を実施した。

(5) 緊急事態対策の推進

大型クルーズ船入港に伴う警戒・広報活動を実施した。

(6) 活力に満ちた魅力ある職場環境の確立

ア レクリエーションを実施した。

イ 愛のチャリティ歌の祭典で優勝した。

４ 業務重点推進計画について

署長から、次のとおり説明があった。

(1) 子供、高齢者を犯罪から守るための諸対策の推進

会議の状況 (2) 適切な110番通報に関する広報活動の推進

(3) 身近な犯罪の検挙

（4）運転免許に関する適正業務の実施

(5) テロの未然防止に向けた各種対策の推進

(6) 活力に満ちた魅力ある職場環境の確立

５ 令和７年五島警察署業務運営重点について

署長から、令和７年における五島警察署業務運営重点について、

次のとおり説明があった。

(1) 長崎県警察における基本姿勢

(2) 令和７年運営指針

ア 犯罪から県民を守る総合的な取組の推進

イ サイバー空間の脅威への的確な対処

ウ 悪質・重要犯罪の徹底検挙と組織犯罪対策の推進

エ 交通死亡事故・重傷事故抑止対策の推進

オ 治安情勢の変化や緊急事態への的確な対処

カ ながさきピース文化祭2025の開催に伴う総合対策の推進

キ 活力に満ちた魅力ある職場環境の確立

６ 速度取締りの指針について

交通課長から、速度取締りの指針について、次のとおり説明があ

った。

(1) 五島警察署の速度取締り重点

(2) 五島警察署管内における交通事故実態

(3) その他の交通指導取締り重点

７ 諮問テーマに対する答申について

警務課長から、協議会に対して諮問があり、協議会から次のとお

り答申された。

(1) 諮問テーマ

若手職員を育てるための方策

(2) 協議会からの答申

佐々木会長から協議会委員に対し、次のとおり署長への答申内

容について確認があり、全会一致で了承された。



○ 若手職員のステップアップの機会を作ってもらいたい。

○ 警察の姿を見せる活動と広報を継続して行ってもらいたい。

提 出 意 見 防犯・交通安全・広報いずれにしても、警察職員が実際に取り組

んでいる姿が県民の心に残るので、引き続き警察の姿を見せる活動

をお願いしたい。


